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小川弥生北海道腎病理センター

「腎疾患診療における病理と臨床の連携」

　腎生検の病理診断に詳細な臨床情報は必須である。　当センターは2009
年から腎生検病理検体の受託を開始し、当初から病理と臨床の連携を意識し
てきたが、より円滑な情報の共有には日常の心がけが大切と感じている。今回、
当施設の腎病理診断、そしてNPO法人の活動（カンファレンス・勉強会など）
を振り返り、腎疾患診療における病理と臨床の連携を考察する。

　検体と病理診断　当施設では2009年4月から、道内の43病院に年間およそ
500件の腎生検の病理報告を行っている。約40％の検体は光顕と免疫蛍光抗体
法（IF）による検索を行い、60％は光顕＋IF＋電子顕微鏡検索を行っている。電子
顕微鏡検索や免疫組織染色の追加など、主治医（臨床）の問い合わせや連絡
には、病理診断医が腎病理部門の直通電話で最初から対応する。
　患者さんの年齢は1-94才で、病理診断の内訳はIgA腎症が最も多くおよそ
3割を占め、次いでMCNS/MGA, 膜性腎症、ループス腎炎、ANCA関連血管
炎、糖尿病性腎症の順である。

　NPO法人の活動　私たちは2010年5月10日にNPO法人北海道腎病理
センターを設立し、法人格を活用して、地域の腎臓内科医、小児科医、病理医、
移植外科医、検査技師などを対象としたカンファレンスを年1回開催している。
カンファレンスは道外のエキスパートを講師にお招きし最新の知識を地元で
拝聴したり、当施設の希少症例や教育的症例をオープンにdiscussionしたり
する場で、様々な情報や反省を共有し、症例を臨床病理学的にまとめられる貴重
な機会である。


